
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】２個の入力によるファジイ推論において、
ファジイルールの前件部が入力平面（２個の入力によっ
て張られる平面）において主として担当する領域の入力
平面での位置関係を同様な位置関係で各ファジイルール
の情報の表示域を配置する表示域配置手段と、
ファジイ推論の実行の過程での各ファジイルールの処理
によって得られた各ファジイルールごとの値に応じて、
各ファジイルールごとの前記表示域での表示状態を制御
する表示制御手段とを具備した
２入力ファジイ推論の状態表示装置。
【発明の詳細な説明】
〔産業上の利用分野〕
  この発明はフアジイ推論装置における表示装置に関す
る。

〔従来の技術〕
  従来のフアジイ推論装置においては、フアジイ推論の
過程は次のような機能の表示装置で表示されていた。
（１）  各フアジイルールによる推論によつて得られた
出力メンバーシツプ関数を、CMAX合成して得られたメン
バーシツプ関数を表示する。
（２）  各フアジイルールの出力メンバーシツプ関数
を、表示画面に区分して表示する。
〔従来技術の問題点〕
  上記のような表示装置には次のような問題点があつ
た。
  各フアジイルールの前件部が、入力によつて張られる
空間（入力空間）の中で主として担当する領域と対応付
けて表示されないので、各フアジイルールの入力空間で
の関係が、わかりにくい。そのため、フアジイルールの
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デバツグや調節を実行する際に、フアジイルールの形成
する命題の中で変更すべきものを把握することや、バラ
ンスをとるべきフアジイルールの集合（例えば、着目す
るフアジイルールと入力空間において隣接するフアジイ
ルールの集合）を、把握する事が困難だった。
〔発明が解決しようとする課題〕
  この発明は、このような従来技術の問題点に着目して
なされたものであり、次の課題を解決するものである。
  入力によって張られる空間（入力空間）で、各ファジ
イルールが主として担当する領域と同様な位置関係でフ
ァジイルールを表示するとともに、ファジイ推論の実行
における各ファジイルールの状態情報を表示することに
よって、ファジイルールの内容およびファジイ推論にお
ける各ファジイルールの役割が明確にわかるようにす
る。
［課題を解決するための手段］
  上記課題を解決するために、本発明はファジイ推論に
用いられる入力が２個である場合に、ファジイルールの
前件部が入力平面（２個の入力によって張られる平面）
において主として担当する領域の入力平面での位置関係
と同様な位置関係で各ファジイルールの情報の表示域を
配置する表示域配達手段と、
  ファジイ推論の実行の過程で得られた各ファジイルー
ルごとの値（例えば、そのファジイルールの前件部適合
度）の値に応じて、各ファジイルールごとの前記表示域
での表示状態を制御する表示制御手段とを具備させた。
［効果］
  ファジイルールごとにファジイ推論の実行においてど
のような処理結果を出しているかが、一目瞭然となるの
で、ファジイルールの調節が容易になる。
〔実施例〕
  第１図は２入力フアジイ推論装置の概外観図である、
１は、フアジイルールの前件部出力メンバーシツプ値に
応じて点灯する表示器である。２は、２入力フアジイ推
論装置である。３は、フアジイルールの後件部のメンバ
ーシツプ関数を設定するためのスライド型ボリユウムで
ある。第２図は２入力フアジイ推論装置の電気的構成を
示すブロック図である。４は、フアジイルールモジユー
ルであり、入力X,Yに応じた出力メンバーシツプ関数を
生成し、CMAX回路５に入力する。ここでR11,…,R55はす
べて同様の構造のフアジイルールモジユールであり、各
々の出力メンバーシツプ関数はCMAX回路５に入力され
る。５はCMAX回路であり、各フアジイルールモジユール
（R11,…,R55）が出力するメンバーシツプ関数をMAX合
成して、出力する。６はCMAX回路が出力するメンバーシ
ツプ関数の重心を出力するデフアジハフアイヤである。
第３図は、ファジイルールモジユール４の電気的構成を
示すブロック図である。５は、フアジイルール前件部を
構成するフアジイラベルを記憶するための、ラベルレジ
スタである。６は、ラベルレジスタ５で示されるフアジ

イラベルに対する入力のメンバーシツプ値を生成するメ
ンバーシツプ値生成回路である。７は前件部の各命題の
もつメンバーシツプ値のMIN値を生成して、前件部のメ
ンバーシツプ値として出力するMIN回路である。３は、
フアジイルールの後件部メンバーシツプ関数の位置と調
節するための、スライド型ボリユウムである。９は、ス
ライド型ボリユウム３で設定された位置に後件部メンバ
ーシツプ関数を出力するための、メンバーシツプフアン
クシヨンゼネレータ（MFG）である。10は、前記MFG9の
出力するメンバーシツプ関数の最大値を、MIN回路７が
出力する前件部メンバーシツプ値以下にするための、ト
ランケーシヨン回路である。11は、MIN回路７が出力す
る前件部メンバーシツプ値を積分する積分器である。１
は、積分器11の積分出力値に応じて発光する表示器であ
る。第４図は、他の２入力フアジイ推論の状態表示装置
の例を示す図である。12は、CRTデイスプレイである。1
3はCRTデイスプレイの画面上に描画されたフアジイルー
ルの情報である。各フアジイルールの情報は、この画面
をフアジイ推論に用いる入力で張られる平面であるとみ
なし、各フアジイルールの前件部が主として担当する領
域を囲むようにして表示している。
  第１図は、２入力フアジイ推論装置２の表示器装着面
14を入力平面であるとみなし、各フアジイルールに対応
する表示器を、この表示器装着面14上で、各フアジイル
ールの前件部が入力平面で主として担当する領域に来る
ように配置している。表示器装着面は、入力Ｘについて
の軸を横方向に設け、入力Ｙについての軸を縦方向に設
けて表示器を配置している。入力X,Yともにその値は、
次の５段階のフアジイラベルに区分して表わされてい
る。
NL（Negative  Large）
                                    ：負の大きな値
NS（Negative  Small）
                                    ：負の小さな値
ZR（ZeRo）                          ：ゼロ        
PS（Positive  Small）
                                    ：正の小しな値
PL（Positive  Large）
                                    ：正の大きな値
表示器装着面14は、横方向が入力Ｘについて上記５段階
のフアジイラベル（NL,NS,ZR,PS,PL）に区分され、縦方
向が入力Ｙについて上記５段階のフアジイラベルに区分
されて、25個の領域を構成している。そして各領域に対
応してフアジイルールがあり、対応するフアジイルール
の前件部メンバーシツプ値に応じて発行する表示器３
が、前記各領域に配置されている。たとえば、表示器15
はＸについてはZR,YについてはNLの領域を主として担当
するフアジイルールの表示器であり、スライドボリユウ
ムが左端（負の大きな値に対応する）の位置にあるの
で、（１）式で示されるフアジイルールに対応する。

(2)                           特許２５６０８０２
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if  Ｘ＝ZR  ＆  Ｙ＝NL  then  Ｚ＝NL        （１）
【図面の簡単な説明】
第１図は、２入力フアジイ推論装置の外観図である。
第２図は、２入力フアジイ推論装置のブロツク図であ
る。
第３図は、フアジイルールモジユールのブロツク図であ
る。

第４図は、CRTデイスプレイを用いた表示例である。
1:表示器,2:2入力フアジイ推論装置,3:スライドボリユ
ウム,4:フアジイルールモジユール,5:ラベルレジスタ,
6:メンバーシツプ値生成回路,7:MIN回路,9:メンバーシ
ツプフアンクシヨンセネレータ,10:トランケーシヨン回
路,11:積分器,12:CRT画面,13:CRTデイスプレイ上のフア
ジイルールの情報,14:表示器装着面

【第１図】 【第４図】
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【第２図】
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【第３図】
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